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よって防ぐことが可能で、あり， 1 : 1シクロ付加物が選択的に得られることを明らかにしてある。
第4章では，ニッケルテトラカルボニルの存在下， α，d ジプロムキシレンとジフェニルケテンと
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の反応について述べてある O α，dージブロムオルトキシレンとの反応でスピロ化合物が i=.生成物とし
て得られることを見出し，この生成物の構造を 13C- NMR等を用いて決定し，このスピロ化反応が
オルトキシレンに特有のものであることを明らかにしてある O またこの反応でジフェニルケテンのヘ
キサメチルホスホリックトリアミド中での加熱処理により，テトラフェニルアレンおよびジフェニル
ケテンダイマーが得られることを見出している O
結論では，本研究で得られた成果をまとめである O
論文の審査結果の要旨
本論文は，活性の低いヘテロクムレンとハロゲン化合物，シクロプロペノン等が金属カルボニル化
合物を用いることにより容易にシクロ付加をすることを見出し，種々の環状化合物の新しい合成法を
提示したものである O
数々の成果の内でも，ケテンとシクロプロペノンとが，容易に，選択性よく，シクロペンテン-1，
2-ジオンを生成する反応が触媒量のニッケルテトラカルボニルによって進行するという新しい触媒
反応を見出している D
以上の成果は学術的，工学的に寄与するところ大であり，従って本論文は樽士論文として価値あるも
のと3忍める O
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